
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平 成 28 年 度 
 

事 業 報 告 書 
 
 

（平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日まで） 



 

１ 設立目的及び概況 

 （１）設立目的 

当法人は、日田市公民館の設置及び管理に関する条例に掲げる公民館（中央公民館を除

く。）、日田市中津江ホール及び日田市大山文化センター（以下「公民館等」という。）の管理運営

及び公民館等において各種の事業を行うことにより、市民の教養の向上、健康の増進、情操の純

化を図り、もって市民の生涯学習活動の振興、市民参加のまちづくりの促進に寄与することを目

的とする。 

（２）概  況 

   ア 設立年月日 

     平成 23 年 2 月 16 日 

   イ 基本財産 

     基本財産は、300 万円（全額日田市出資）である。 

ウ 実施事業 

 （ア）日田市から指定を受けた公民館等の管理運営 

（イ）市民に対する多様な学習機会の提供 

（ウ）市民の学習成果の評価・発表・活用に関する事業 

（エ）市民参加のまちづくりの促進に関する事業 

（オ）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

２ 評議員及び役員（理事、監事）に関する事項 （平成２９年 3 月 31 日現在） 

 （１）評議員   (任期) 平成２６年６月評議会から平成３０年６月評議員まで                                       

役  職 氏  名 就任年月日 

評議員 上野 景三 平成２３年 ２月１６日 

評議員 井上 營吉 平成２３年 ３月３０日 

評議員 財津 利明 平成２３年 ３月３０日 

評議員 工藤 典子 平成２３年 ５月３１日 

評議員 橋本 成人 平成２５年 ６月１９日 

評議員 熊谷 基光 平成２６年 ６月２７日 

評議員 森 弘子 平成２７年 ６月３０日 

評議員 江藤 隆秀 平成２７年 ６月３０日 

評議員 大塚 勇二 平成２７年１１月１３日 

 

 

 



（２）理事   (任期) 平成２８年６月評議会から平成３０年６月評議員まで 

役  職 氏  名 就任年月日 

代表理事 

（理事長） 
三笘 眞治郎 平成２６年 ７月２２日 

副理事長 石松 博 平成２３年 ５月３１日 

理  事 岡 幸江 平成２３年 ２月１６日 

理  事 西岡 政彦 平成２３年 ３月３０日 

理  事 高倉 貴子 平成２３年 ３月３０日 

理  事 井上 浩子  平成２６年 ６月２７日 

理  事 伊藤 由貴 平成２６年 ６月２７日 

理  事 平川 修 平成２７年 ６月３0 日 

理  事 鈴木 俊行 平成２８年 ７月２９日 

理   事 

(常務理事兼事務局長) 

 

桑野 桂一郎 平成２６年 ４月１日 

 

（３）監事   (任期) 平成２６年６月評議員会から平成３０年６月評議員会まで 

監  事 小ケ内  聡行 平成２３年 ２月１６日 

監  事 梅野 俊哉 平成２８年 ６月２７日 

 

（４）職員 

区分 館長 主事 
事務 

局長 

事務 

局員 

臨時 

職員 

合 計 

 男 女 

地区公民館 ２０ ２０    ４０ ３４ ６ 

事  務  局   １ ２ １ ４  ３ １ 

合  計 ２０ ２０ １ ２  ４４ ３７ ７ 

 

 

３ 会議等の開催状況 

（１） 評議員会、理事会、監査の開催状況  

開催年月日 会議名 付議事項 審議結果 

5月 31日 

6月 1日 
監査 平成 27 年度事業及び決算の監査 適正 



6月 23日 
第 1回定例 

理事会 

議案第 1号 平成 27年度事業報告について 

議案第 2号 平成 27年度決算報告について 

議案第 3号 監査報告について 

議案第 4号 理事候補者の推薦について 

議案第 5号 監事候補者の推薦について 

議案第 6号 評議員候補者の推薦について 

議案第 7号 定時評議員会の招集について 

承認 

承認 

承認 

修正承認 

承認 

修正承認 

承認 

6月 27日 
第 1回定時 

評議員会 

報告第 1号 平成 27年度事業報告について 

議案第 1号 平成 27年度決算報告について 

議案第 2号 理事の選任について 

議案第 3号 監事の選任について 

承認 

承認 

選任 

選任 

7月 12日 

第 1回臨時 

理事会 

議案第 8号 代表理事の選任について 

議案第 9号 副理事長の選任について 

議案第 10号 常務理事の選任について 

選任 

選任 

選任 

第２回臨時 

理事会 

議案第 11号 理事候補者の推薦ついて 

議案第 12号 臨時評議員会の招集について 

承認 

承認 

7月 29日 
第 1回臨時 

評議員会 
議案第 4号 理事の選任について 

承認 

書面決議 

11 月 8日 
意見 

交換会 

理事会と公民館運営委員会連絡会役員及び 

館長会役員との意見交換会を実施 
 

平成 29年 

1月 18日 

第 3回臨時 

理事会 

報告第１号 理事長等の執行報告について 

議案第 13 号 平成 28 年度補正予算について 

議案第 14 号 臨時評議員会の招集について 

承認 

承認 

承認 

１月 28 日 
第 2回臨時 

評議員会 
議案第 5 号 平成 28 年度補正予算について 承認 

3 月 24 日 
第 2 回定例 

理事会 

議案第 15 号 定款の一部改正について 

議案第 16 号 処務規程の一部改正について 

議案第 17 号 職員給与規程の一部改正について 

議案第 18 号 扶養手当に関する規程の廃止について 

議案第 19 号 平成２９年度事業計画について 

議案第 20 号 平成２９年度収支予算について 

議案第 21 号 平成２９年４月１日の館長配置について 

議案第 22 号 臨時評議員会の招集について 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

4 月 6 日 
第 3回臨時 

評議員会 

報告第 2号 処務規程の一部改正について 

報告第 3号 職員給与規程の一部改正について 

報告第 4号 扶養手当に関する規程の廃止について 

報告第 5号 平成 29年 4月 1日の館長配置について 

承認 

承認 

承認 

承認 



議案第 6号 定款の一部改正について 

議案第 7号 平成 29年度事業計画について 

議案第 8号 平成 29年度収支予算について 

承認 

承認 

承認 

 

（２） 新任館長選考試験 (三芳公民館長、高瀬公民館長) 

  ①推薦書提出等 

      ・平成２９年１月 ６日   高瀬公民館運営委員会  

                梶原 睦史 氏  ６０歳  大日町 

      ・平成２９年１月２３日   三芳公民館運営委員会 

                内山 均 氏    ６１歳  古金町 

  ②人事委員会による面接と判定会議 

      平成２９年２月８日  梶原氏と内山氏を合格と判定 

  

（３） 館長会・主事会 

 回数 場  所 

館長会 12 回 各館巡回、中央公民館 

主事会 24 回 中央公民館、各館 

 

 

４ 事業の実施状況等 

（１）職員研修の状況 

研 修 名 主 催 実施時期 
参加職員数(人) 

館長 主事 計 

【教育機関等主催研修】 20 回 

大分県公連全体研修会 

家庭教育支援員等研修会 

社会教育主事等専門研修① 

市町村人権教育講座基礎コース 

大分県公連新任職員研修会 

救急救命研修会 

九州地区公民館研究大会(宮崎)① 

九州地区公民館研究大会(宮崎)② 

社会教育主事等専門研修② 

社会教育主事等専門研修③ 

大分県公民館研究大会（日田） 

NPO ひた人権研究センター講演会 

九州ブロック社会教育研究大会① 

九州ブロック社会教育研究大会② 

 

県公連 

県教委 

県教委 

県教委 

県公連 

健康保険課 

九公連 

九公連 

県教委 

県教委 

県公連 

研究ｾﾝﾀｰ 

県教委 

県教委 

 

5 月 24 日   

5 月 17 日   

6 月 10 日   

6 月 17 日   

6 月 27 日   

8 月 2 日   

8 月 25 日   

8 月 26 日   

9 月 6 日   

9 月 27 日   

10 月 19 日   

11 月 5 日   

11 月 10 日   

11 月 11 日   

70 

6 

1 

3 

1 

6 

5 

1 

1 

1 

1 

20 

 

4 

 

69 

2 

 

5 

 

7 

1 

 

 

2 

2 

21 

1 

4 

3 

139 

8 

1 

8 

1 

13 

6 

1 

1 

3 

3 

41 

1 

8 

3 



「協育」コーディネーター等研修会 

大分県公連館長・主事研修会 

新任社会教育行政職員研修会 

学びを通じた地方創生コンファレンス（佐

賀市） 

学びを通じた地方創生コンファレンス（福

岡市） 

情報発信能力向上研修 

日田地区公民館連合会研修会 

 

【事業団主催研修】  12 回 

新採用職員研修（館長） 

新任館長研修（1 年目、2 年目） 

選挙時の貸館対応に関する学習会 

採用者数年経過後研修① 

採用者数年経過後研修② 

館長管理職研修 

公民館活動情報学習会（主事） 

館長主事ステップアップ研修① 

館長主事ステップアップ研修② 

人権学習会① （館長会） 

人権学習会② （主事会） 

人権学習会③ （主事会） 

 

県教委 

県公連 

県教委 

実行委 

 

実行委 

 

県教委 

地区公連 

 

 

事業団 

事業団 

事業団 

事業団 

事業団 

事業団 

事業団 

事業団 

事業団 

事業団 

事業団 

11 月 11 日   

11 月 17 日   

11 月 24 日   

11 月 25 日   

 

1 月 28 日   

   

2 月 21 日   

3 月 14 日   

 

 

4 月 4 日   

5 月 10 日   

6 月 6 日   

11 月 18 日   

2 月 14 日   

2 月 6 日   

2 月 3 日   

3 月 10 日   

3 月 17 日   

9 月 26 日   

11 月 9 日   

12 月 9 日   

    

1 

2 

9 

 

 

 

 

 

8 

 

83 

7 

9 

9 

 

 

15 

 

11 

13 

19 

 

 

 

 

1 

2 

1 

 

1 

 

9 

7 

 

98 

 

 

3 

5 

5 

 

22 

16 

17 

 

14 

16 

 

1 

3 

11 

1 

 

1 

 

9 

15 

 

181 

7 

9 

12 

5 

5 

15 

22 

27 

30 

19 

14 

16 

 

【館長会研修】     3 回 

市内現地研修会① 

先進地視察（飯塚市筑穂公民館他） 

市内現地研修会② 

 

館長会 

館長会 

館長会 

 

6 月 1 日   

11 月 28 日   

3 月 1 日   

47 

19 

17 

11 

 47 

19 

17 

11 

【主事会研修】     4 回 

大分県青少年事業説明会 

リスクマネジメント研修 

活動時応急処理学習会 

視察研修会（フォレストアドベンチャー糸

島） 

 

 

主事会 

主事会 

主事会 

主事会 

 

6 月 15 日   

7 月 4 日   

7 月 15 日   

12 月 5 日   

 

 

 

 

 

 

82 

21 

21 

21 

19 

 

82 

21 

21 

21 

19 

 

平成 28 年度   39 回 ― ― 200 249 449 

平成 27 年度   37 回 ― ― 195 250 445 

※事務局の扱いについて、事務局長の参加は館長枠で、事務局員は主事枠でカウントする。 



 

（２）広報活動の状況 

 （ア）公民館だより 

区 分 実施館数 発行回数 

平成 28 年度 20 211 号 

平成 27 年度 20 184 号 

 

（イ）ホームページ 

区 分 実施館数 更新回数 

平成 28 年度 20 1,349 回 

平成 27 年度 20 1,366 回 

 

（３）地区公民館等の利用状況 

 （ア）施設の総利用者数                                     （単位：人） 

区 分 回 数 男 性 女 性 年間利用者数 

平成 28 年度 16,032 75,730 136,303 212,022 

平成 27 年度 16,542 84,562 147,518 232,080 

 （イ）地区公民館主催事業 

事業名 講座数 実施回数 参加延べ人数 

１．青少年学習 

２．成人学習 

３．高齢者学習 

４．社会人権同和学習 

          （再掲） 

５．家庭教育学習 

          （再掲） 

６．環境学習 

          （再掲） 

７．国際理解 

          （再掲） 

８．学校支援 

９．自主学習教室 

 １０．公民館まつり 

 １１．ふるさとまつり 

 １２．地域活性化事業 

 １３．各種機関団体連携共催事業 

44 

81 

33 

22 

（41） 

23 

（3） 

4 

（35） 

2 

（25） 

33 

344 

10 

8 

30 

18 

629 

494 

390 

138 

（50） 

44 

（5） 

10 

（73） 

18 

（33） 

167 

10,244 

17 

11 

182 

115 

12,388 

5,930 

7,116 

3,668 

（1,832） 

2367 

（423） 

520 

（1,239） 

318 

（703） 

8,192 

81,229 

4,632 

6,590 

7,031 

3,747 



   

平成 28 年度 13 事業 652 12,459 143,728 

平成 27 年度 13 事業 682 12,834 155,470 

※（再掲）は青少年、成人、高齢者学習事業の中で開催した回数・人数を記載。 

 

（ウ）全館合同事業 

区 分 実施館数 実施回数 参加延べ人数 

ワールドフェスタ IN ひた 

（青少年国際理解事業） 
20 1 

小学生  401 

スタッフ   87 

 

 



（資料）平成28年度　事業の実施状況       ※網掛け部分は再掲（事業数、回数、延べ人数にはカウントされません。）

世帯数
人口(人)
Ｈ29.3.31

高齢化率 広報 HP
講座名
（通年）

回数 延人数
講座名
（通年）

回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

咸宜っ子体験教室 14 364 成人セミナー 9 261 寿考教室 8 308 町内・団体人権学習会 6 128
パソコン教室 10 89 学校支援 1 620
咸宜園と豆田まちあるき 1 25 成人セミナー 1 27

寿考教室 1 38
1 14 364 3 20 375 1 8 308 1 6 128

チャレンジスクール 13 532 成人セミナー 9 191 寿考教室 8 278 町内人権学習会 9 296
放課後子ども塾 13 545 パソコン教室 10 93 熟年学び塾 15 104 成人セミナー 1 14
桂林学びの教室 10 384 寿考教室 1 59

3 36 1,461 2 19 284 2 23 382 1 9 296
ひのくまSST俱楽部 13 210 成人セミナー 9 191 高齢者セミナー 9 126 町内人権学習会 3 71
日隈っ子なつの体験教室 4 201 パソコン教室 10 58 すずめの楽公 60 795 ひのくまSST俱楽部 1 22

高齢者セミナー 1 16

2 17 411 2 19 249 2 69 921 1 3 71
椋の木体験教室 16 313 若宮公民館女性セミナー 11 94 寿光会 9 148 町内人権学習会 6 136
若宮放課後子ども広場 16 219 男の料理教室 5 40 若宮公民館人権講演会 1 17

パソコン教室 6 30 若宮公民館女性セミナー 1 6
郷土史講座 1 16 寿光会 1 17
若宮公民館平和のつどい 1 19 椋の木体験教室 1 18

2 32 532 5 24 199 1 9 148 2 7 153
コスモスっ子教室 12 310 成人セミナー 8 93 三芳・求来里高齢者教室 7 195 町内人権学習会 10 234
わんぱく教室 1 50 パソコン教室 14 110 成人セミナー 1 14
陸上教室 3 107 三芳の歴史を学ぼう 1 16 自主学習教室開講式 1 20
子ども料理教室 3 25

4 19 492 3 23 219 1 7 195 1 10 234
高瀬みどりの少年団 18 591 女性セミナー 9 202 シルバー大学 6 106 町内人権学習会 11 310

男の料理教室(昼の部) 6 38 健康マージャン教室 29 213 女性セミナー 1 19
男の料理教室(夜の部) 5 32 シルバー大学 1 21

1 18 591 3 20 272 2 35 319 1 11 310
光岡ヒカリっ子塾 13 392 光岡女性セミナー 8 108 光岡老人大学 6 345 町内・団体人権学習会 11 432
夏休み学びの教室 5 151 男の厨房 9 95 光岡すずめの学校 12 244 光岡ヒカリっ子塾 1 40
夏休み子ども絵画教室 5 67 初心者IT教室（デジカメ講座） 5 33

初心者IT教室（パソコン講座） 5 25
てるおか寄席 1 30

3 23 610 5 28 291 2 18 589 1 11 432

697 光岡 3,414 7,377 25.3 7

65

6 高瀬 1,581 4,006 34.0 12 70

5 三芳 2,262 5,698 32.3 12

50

4 若宮 1,528 3,365 32.3 11 59

3 日隈 1,767 4,084 30.6 9

58

2 桂林 1,946 4,631 28.1 7 30

1 咸宜 3,981 9,187 28.4 6

Ⅲ　高齢者学習 Ⅳ　社会人権・同和学習
No. 公民館

地域状況 広報 Ⅰ　青少年学習 Ⅱ　成人学習



（資料）平成28年度　事業の実施状況       ※網掛け部分は再掲（事業数、回数、延べ人数にはカウントされません。）

世帯数
人口(人)
Ｈ29.3.31

高齢化率 広報 HP
講座名
（通年）

回数 延人数
講座名
（通年）

回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

Ⅲ　高齢者学習 Ⅳ　社会人権・同和学習
No. 公民館

地域状況 広報 Ⅰ　青少年学習 Ⅱ　成人学習

あさひチャレンジ俱楽部 11 263 あさひレディースセミナー 7 70 朝日大学 7 259 町内人権学習会 9 203
あさひふるさと探検隊 7 127 成人セミナー 5 49 家庭教育講演会 1 200
あさひトラック＆フィールド 47 1,613 パソコン教室 6 28 成人セミナー 1 23
中高生サポーター 2 11 朝日大学 1 21

4 67 2,014 3 18 147 1 7 259 1 9 203
平成三花咸宜園 30 451 みはな女性セミナー 9 127 暁大学 6 204 人権学習 11 281
（みわみどりの少年団） 男の料理教室 7 66 みはなすずめの学校 3 88

三花風土記を学ぶ会 9 57 指導者会議
成人学級 3 57
音楽の夕べ 1 53
文化講演会 1 52

1 30 451 6 30 412 2 9 292 1 11 281
わんぱく教室 17 288 遊食教室 11 119 老人大学（生き生きクラブ） 5 179 町内人権学習会 13 303
ありた陸上教室 71 1,596 彩食教室 11 132 ウォーキング教室 9 175 女性セミナー人権講演 1 19
ありた水泳教室 10 136 女性セミナー 11 204 にこにこ学級 13 357

名木・名水めぐり 5 95
パソコン教室 10 82
文化・歴史探訪ツアー 1 61
成人セミナー 2 23

3 98 2,020 7 51 716 3 27 711 1 13 303
ムクの樹体験倶楽部 10 149 成人セミナー 5 83 生きがい大学 2 144 町内人権学習会 15 364
ありた陸上教室 71 978 男の料理教室（A） 7 56 めだかの学校 12 138

ありた水泳教室 10 89 女性の料理教室 5 46 世代間交流グランドゴルフ大会 1 12

郷土史調査研究講座 4 46

ウォーキング教室 5 55

パソコン教室 9 51

ふるさと再発見事業 1 21

国際交流事業 2 36
東有田公民館「ロゴマーク」作成事業 4 32

3 91 1,216 9 42 426 3 15 294 1 15 364
チャレンジ教室 11 105 成人セミナー 9 123 こととい大学 10 216 小野地区町内人権学習会 4 173

小野リーダー養成講座 3 54 成人セミナー 1 19
パソコン教室 8 52 こととい大学 1 20
ふれあい音楽祭 2 100

1 11 105 4 22 329 1 10 216 1 4 173
大明チャレンジ教室 11 139 女性セミナー 5 165 寿大学 5 235 町内人権学習会 5 158
水泳教室 5 68 成人セミナー 1 7 女性セミナー 1 31
通学合宿 1 10 寿大学 1 40

3 17 217 2 6 172 1 5 235 1 5 158
大明チャレンジ教室 10 129 ふるさとの歴史学習会 14 132 夜明寿大学 5 156 夜明寿大学 2 48
大明児童の水泳教室 5 46 料理教室 3 50 夜明認知症予防教室支援 12 95

大明児童の通学合宿 1 11 男の料理教室 3 32
夜明パソコン教室 5 35
みかづきプラス研修 3 80

3 16 186 5 28 329 2 17 251 0 0 0

12

14 夜明 360 934 41.1 8 50

13 大鶴 561 1,463 41.6 13

42

12 小野 318 875 43.1 11 68

11 東有田 603 1,756 42.0 7

250

10 西有田 1,064 3,077 31.7 12 91

9 三花 1,864 4,740 26.1 6

8 朝日 730 1,938 34.2 12 58



（資料）平成28年度　事業の実施状況       ※網掛け部分は再掲（事業数、回数、延べ人数にはカウントされません。）

世帯数
人口(人)
Ｈ29.3.31

高齢化率 広報 HP
講座名
（通年）

回数 延人数
講座名
（通年）

回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

Ⅲ　高齢者学習 Ⅳ　社会人権・同和学習
No. 公民館

地域状況 広報 Ⅰ　青少年学習 Ⅱ　成人学習

チャレンジスクール 47 507 男の料理教室 9 112 幸齢者教室 4 110 町内人権学習会 4 87
よるごはん 9 76 幸齢者マナビ塾 21 226 自主学習教室開講式 1 38
女性セミナー 11 135 チャレンジ夏合宿 1 45
パソコンお悩み相談室 4 30 女性セミナーバス研修 1 32

公民館運営委員会視察研修 1 17
1 47 507 4 33 353 2 25 336 1 4 87

前津江チャレンジ教室 14 114 まえつえセミナー 8 153 幸齢者学級 7 267 合同研修会 1 10
まえつえジュニア倶楽部 16 204 女性セミナー 7 59 めだかの楽公 11 99 地区人権学習会 4 68
まえつえ水泳教室 5 76 男の料理教室 4 43 前津江チャレンジ教室 1 9

ふるさと講座 3 29 まえつえジュニア倶楽部 1 15
柚木緑水塾 2 30 幸齢者学級 2 92
パソコン教室 5 25 柚木緑水塾 1 15

前津江町人権講演会 1 28
3 35 394 6 29 339 2 18 366 2 5 78

中津江っ子クラブ 13 128 いろいろチャレンジ 6 50 寿学級 7 74 中津江村人権学習会 1 60
幼児支援 8 91 料理教室 5 30 川辺地区老人会 1 25

スイーツ教室 5 25 いろいろチャレンジ 1 8
料理教室 1 5
スイーツ教室 1 5
寿学級 1 8

2 21 219 3 16 105 1 7 74 2 2 85
上津江ジュニアチャレンジ‼ 7 95 女性セミナー 5 83 たかさご学級 10 117 町内人権講演会 4 93

男の料理教室 3 20 ジュニアチャレンジ‼ 1 10
巨樹・銘木探訪 2 19 女性セミナー 1 18

たかさご学級 1 22
1 7 95 3 10 122 1 10 117 1 4 93

大山っ子チャレンジ教室 10 250 男の料理教室 11 61 いきいき大学 8 119 町内人権学習会 1 27
大山音楽教室 10 135 女性セミナー 10 114

成人セミナー 9 39
パソコン教室 10 84
大山しゃべりば 1 31

2 20 385 5 41 329 1 8 119 1 1 27
ｔｅａｍあまがせ 10 124 輝（キラキラ）塾 8 150 寿学級 35 594 町内・団体人権学習会 8 192

天瀬まちづくり大学 4 124 サークル笑顔 18 133 寿学級 8 93
パソコン教室 12 62 あまがせ笑楽康 22 352

1 10 124 3 24 336 3 75 1,079 1 8 192

27,213 66,067 183 1,348 44 629 12,394 83 503 6,004 34 402 7,211 22 138 3,668合計

30

20 天瀬 1,976 4,866 43.0 4 103

19 大山 978 2,771 38.2 6

43

18 上津江 381 833 49.0 12 28

17 中津江 380 820 50.1 10

121

16 前津江 391 1,001 40.9 6 51

15 五和 1,128 2,645 40.7 12



7 光岡

6 高瀬

5 三芳

4 若宮

3 日隈

2 桂林

1 咸宜

No. 公民館
講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

子育て支援講座 2 90 咸宜っ子体験教室 1 28 咸宜っ子体験教室 2 56 講師派遣　書写指導 4 4
運営委員会研修視察 1 12 咸宜小学校人権コンサート 1 620

1 2 90 0 0 0 0 0 0 2 5 624 33 882 7,572
家庭教育講演会 1 59 寿考教室 1 32 チャレンジスクール 2 79

熟年学び塾 1 6
成人セミナー 1 14

1 1 59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 851 6,874
子育て応援学級 1 55 キレイキレイ大作戦 2 180 ひのくまSST俱楽部 1 15 平和学習 1 240
家庭教育講演会 1 320 ひのくまSST俱楽部 1 15 家庭教育講演会 1 320

三隈川サミット 1 90 子ども見守り連絡会 1 300
三隈川サミット 1 90

1 1 55 1 2 180 0 0 0 4 4 950 19 671 6,087
家庭教育講演会 1 250 椋の木体験教室 1 20 椋の木体験教室 1 21

1 1 250 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 540 3,963
家庭教育講演会 1 500 コスモスっ子教室 2 55 コスモスっ子教室 1 25 学校支援事業 3 182
子育て応援講座 2 74

2 3 574 0 0 0 0 0 0 1 3 182 21 758 9,165
家庭教育講演会 1 27 高瀬みどりの少年団 4 115 高瀬みどりの少年団 1 33 学校支援事業(ふるさと探訪) 1 36
子育て支援講座 2 77 高瀬ふるさと学 1 23 学校支援ボランティア 6 446

2 3 104 0 0 0 0 0 0 2 7 482 24 660 4,272
「家読のすすめ」推進事業 1 有価物回収の実践 1 光岡ヒカリっ子塾 1 33 書写活動 2 150

光岡ヒカリっ子塾 1 36 平和学習 1 518
クラブ活動〔編物〕 5 75
クラブ活動〔折り紙〕 5 100
図工科〔折り紙教室〕 2 150
家庭科〔エプロンづくり〕 3 246
家庭科〔バッグづくり〕 3 294
光岡史跡探訪 1 98
昔の遊び 1 82
三隈中学校・書写活動 80 2,425
土曜学びの教室 13 204

1 1 0 1 1 0 0 0 11 116 4,342 28 846 8,002

Ⅴ　家庭教育学習 Ⅵ　環境学習 Ⅶ　国際理解 Ⅷ　学校支援 Ⅸ　自主学習教室



No. 公民館

14 夜明

13 大鶴

12 小野

11 東有田

10 西有田

9 三花

8 朝日

講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

Ⅴ　家庭教育学習 Ⅵ　環境学習 Ⅶ　国際理解 Ⅷ　学校支援 Ⅸ　自主学習教室

家庭教育講演会 1 200 あさひチャレンジ倶楽部 2 45 国際交流 1 10
あさひふるさと探検隊 2 44 あさひチャレンジ倶楽部 1 20

1 1 200 0 0 0 1 1 10 0 0 0 10 629 3,982
青少年健全育成大会 1 126 花いっぱい運動 4 282 ワールドフェスタ㏌日田2016 1 14 学校支援 7 44
家庭教育講演会 1 30
子育て支援 3 89

3 5 245 1 4 282 0 0 0 1 7 44 14 389 2,958
教育講演会 2 82 名木・名水めぐり 5 95 わんぱく教室「ワールドフェスタ｝ 1 18

わんぱく教室「渓流遊び」 1 16 女性セミナー「ハンガリー刺繍」 1 17

0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 227 1,516

子育て支援 2 51 ワールドフェスタinひた 1 14 家庭教育講演会（中学校） 1 40
国際交流事業 2 36 家庭教育講演会（小学校） 1 52

ふれあい郷土料理 1 10

1 2 51 0 0 0 0 0 0 3 3 102 9 170 982
家庭教育講演会 1 9 小野リーダー養成講座 3 54 チャレンジ教室 1 2 小野小学校との連携 3 84

こととい大学 1 22 小野小学校との連携 1 15
成人セミナー 1 22

1 1 9 0 0 0 0 0 0 1 3 84 4 117 871
子育て支援講座 2 56 大明チャレンジ教室 1 14 大明チャレンジ教室 1 14

1 2 56 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 489 3,637
子育て支援講座 1 33 大明チャレンジ教室 1 14 大明チャレンジ教室 1 14
子育て支援講座（さくらんぼの会） 4 69

2 5 102 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 230 1,778



No. 公民館

合計

20 天瀬

19 大山

18 上津江

17 中津江

16 前津江

15 五和

講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

Ⅴ　家庭教育学習 Ⅵ　環境学習 Ⅶ　国際理解 Ⅷ　学校支援 Ⅸ　自主学習教室

家庭教育・子育て支援事業 8 283 花いっぱい運動 3 58 チャレンジスクール 1 11 ミシン実習 4 12
家庭教育講演会 1 27 チャレンジスクール 10 97

幸齢者マナビ塾 1 10
幸齢者教室 1 24

2 9 310 1 3 58 0 0 0 1 4 12 26 707 6,125
障がい者スポーツ 1 65 前津江チャレンジ教室 2 11 前津江チャレンジ教室 3 24

まえつえジュニア倶楽部 2 20 まえつえジュニア倶楽部 3 37

1 1 65 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 360 2,415
リトミックと子育ての話 2 21 中津江っ子クラブ 2 26 ワールドフェスタinひた 1 7 カルマンライブ 1 57

幼児支援 2 28

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 57 6 114 712
リトミックと子育てのお話 3 121 巨樹・銘木探訪 2 19 ジュニアチャレンジ‼ 1 6 津江小・中学校講演会 3 137

1 3 121 0 0 0 0 0 0 1 3 137 10 216 1,615
大山っ子チャレンジ教室 1 26 キッズイングリッシュ 17 308 人権講演会 1 218
成人セミナー 2 5 大山っ子チャレンジ教室 1 25 親子講演会 1 110
いきいき大学 5 68 大山しゃべりば 1 31 大山小中学校文化祭 1 428

総合学習 1 21

0 0 0 0 0 0 1 17 308 4 4 777 22 671 5,100
家庭教育講演会 3 76 寿学級 8 112 ｔｅａｍあまがせ 2 19 学校支援事業 7 399

ｔｅａｍあまがせ 2 21 学校支援事業 1 128

1 3 76 0 0 0 0 0 0 1 7 399 32 717 4,594

23 44 2,367 4 10 520 2 18 318 33 167 8,192 345 10,244 82,220



7 光岡

6 高瀬

5 三芳

4 若宮

3 日隈

2 桂林

1 咸宜

No. 公民館
講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座数 回数 延人数

咸宜公民館ふれあいまつり 1 1,000 すずめの学校 24 569 自治会・老人会等教養講座 3 88
高齢者交流グラウンドゴルフ大会 1 81

青壮年会連絡会 2 36
1 1 1,000 0 0 0 3 27 686 1 3 88 47 968 11,235

桂林ふれあい祭 1 800 桂林サポート隊 8 134

1 1 800 0 0 0 1 8 134 0 0 0 38 948 10,290
公民館まつり 1 250 日隈校区親善マレットゴルフ大会 1 55

1 1 250 0 0 0 1 1 55 0 0 0 34 788 9,229
第10回若宮公民館まつり 1 400 地域づくり講座 4 44 子育て応援講座（子育てサロン） 9 208

1 1 400 0 0 0 1 4 44 1 9 208 31 627 5,897
認知症サポーター養成講座 1 58
歴史探訪 1 36
三芳見守り隊 1 400

0 0 0 0 0 0 3 3 494 0 0 0 36 826 11,555
高瀬地区三世代ふるさと祭り 1 750 淡窓ウォーク ｉｎ たかせ 1 117 人権コンサート 1 226

高瀬ふるさと学 6 133

0 0 0 1 1 750 2 7 250 1 1 226 39 763 7,576
男の居場所 14 99 子育てサロン 11 362
第6回光岡グランドゴルフ大会 1 124
第5回光岡史跡探訪菜の花ウォーキング大会 1 74

0 0 0 0 0 0 3 16 297 1 11 362 56 1,071 14,925

Ⅻ　地域活性化事業 XIII 各種機関団体連携共催事業 総数Ⅹ　公民館まつり Ⅺ　ふるさとまつり



No. 公民館

14 夜明

13 大鶴

12 小野

11 東有田

10 西有田

9 三花

8 朝日

講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座数 回数 延人数

Ⅻ　地域活性化事業 XIII 各種機関団体連携共催事業 総数Ⅹ　公民館まつり Ⅺ　ふるさとまつり

あさひふるさとまつり 1 900 あさひ体験教室 1 18 地域活動支援 20 377

0 0 0 1 1 900 1 1 18 1 20 377 24 754 8,110
出会い応援事業 1 30 自治公民館活動活性化 1 15
まちづくりグループ 11 71 壮年会等連絡会・女性連絡協議会 5 112

石坂石畳道ウォーキング大会 1 349

0 0 0 0 0 0 2 12 101 3 7 476 34 504 5,542
第34回西有田まつり 1 1,300 西有田の歴史を学ぶ会 13 166 子育て支援 4 62

世代間交流GC大会 1 44 親父クラブ 4 49
教育講演会 2 82

0 0 0 1 1 1,300 2 14 210 3 10 193 28 441 6,969
第３４回東有田ふるさとまつり 1 580

0 0 0 1 1 580 0 0 0 0 0 0 30 339 4,015
小野ふる里ふれあい祭り 1 600 小野まちづくり協力隊 5 1,020

0 0 0 1 1 600 1 5 1,020 0 0 0 15 174 3,407
公民館まつり 1 400 大鶴ふるさと祭り 1 800 ウォーキング大会 1 100

静修そばうち道場 9 56

1 1 400 1 1 800 2 10 156 0 0 0 25 536 5,831
第32回夜明ふるさと祭り 1 700 夜明史談会 11 41

夜明三日月サークル 25 331

0 0 0 1 1 700 0 0 0 2 36 372 23 333 3,718



No. 公民館

合計

20 天瀬

19 大山

18 上津江

17 中津江

16 前津江

15 五和

講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座数 回数 延人数

Ⅻ　地域活性化事業 XIII 各種機関団体連携共催事業 総数Ⅹ　公民館まつり Ⅺ　ふるさとまつり

第2回カラオケ学習発表会 1 121 第1回五和ふるさとまつり 1 850 ごわ地域活性化事業 22 225

1 1 121 1 1 850 1 22 225 0 0 0 41 856 8,984
公民館まつり 1 210 あいさつ運動 13 764 キッズイングリッシュ 14 83

スポーツ交流会 1 70 演劇鑑賞会 1 45

1 1 210 0 0 0 2 14 834 2 15 128 33 478 4,829
発表会 1 150 歩こう・走ろう会 1 30

地域を考える会 3 35

1 1 150 0 0 0 2 4 65 0 0 0 18 166 1,467
第12回上津江公民館フェスティバル 1 200 上津江スポーツ大会 3 179 地域活動支援プロジェクト 2 667

第12回上津江産業文化祭 1 650

1 1 200 0 0 0 1 3 179 2 3 1,317 22 260 3,996
大山公民館まつり 1 400

1 1 400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 37 763 7,445
あまがせ公民館まつり 1 600 輝こう！あまがせ 27 1,321

輝こう！あまがせ　ロビー展 4 942

1 1 600 0 0 0 2 31 2,263 0 0 0 45 876 9,663

11 11 4,531 8 8 6,480 30 182 7,031 17 115 3,747 656 12,471 144,683



利用状況 広報活動 主催講座

平成２８年度の反省・評価

公民館 運営方針
反　　　省

総合評価 運営委員会評価

・様々な世代の交流の
場が設定されているこ
とが素晴らしいです。

桂林

桂林地区住民のために、生涯学習を
基盤とした日常生活に即する教育・
学術・文化に関する各種事業と、現
代社会における実生活の中に介在し
ている様々な課題に対し、改称の一
助となるべく事業を提供することで、
地区住民がともに集い、ともに学び、
ともに行動し合う（結び合う）風土づく
りを目指し、地域の発展に寄与しま
す。

以前は貸館利用が多い
ため、地域住民の利用が
できないことがあったが、
複合文化施設ＡＯＳＥも
完成し、地区外の利用も
落ち着いてきた。

事行実施報告が多くな
り、告知・募集が少なかっ
た。

地域住民が桂林公民館
を身近に感じ、利用しても
らえるような事業展開の工
夫が必要。公民館を利用
したことのない方へ働きか
けが必要である。

利用者数は減少しているものの、地
域住民の利用率は変化していないよ
うである。
中央公民館の開館に伴い、他地区
の方の利用者が減少している。
地域密着型の桂林公民館としてさら
に事業展開を工夫する必要がある。

常に地域住民が利用し
やすい、公民館運営を
目指してもらいたい

咸宜

咸宜校区内住民に対し、日常生活に
即した教育・学術・文化に対する各
種事業を提供すると共に、多くの
人々の参加を促し、ともに集い、とも
に学び、ともに生きる喜びを共有し、
地域の課題を考え解決する学習の
拠点とする。

全体的な利用人数とし
て、昼間の利用が少なく、
夜間、特に火曜・水曜に
偏る傾向があるので、ス
ムーズな館の利用の為に
も自主学習教室のすみ分
けを図っていきたい。

公民館報を回覧から全戸
配布に変更したことで目
にとまる機会が増え、地
域住民からの反応も非常
に良くなった。ホームペー
ジについては、ネット時代
でもあるので、更新回数
をさらに増やしていきた
い。

本年は主催事業が減少し
たが、利用者は増加して
いるので、事業を見直し
ながら展開していきたい。

地域住民のニーズは常に変化してい
るので、時代に合った事業を展開し、
地域コミュニティの拠点施設として認
識される努力を続けなければならな
い。

事業に対する認識も高
い。

日隈

 日隈公民館は地区公民館として、今
までの活動をさらに充実して校区の
方々が、心豊かに輝けるような学習
会や発表の場を提供し、生涯学習環
境の充実をはかる。今年度も公民館
の地域の目標である「～プラスαのあ
いさつをしよう～」掲げ、“人と人”“世
代間”“地域と学校”をつなぐ事業を
実施していく。

全般的に参加者数、利用
者数は前年度より増加し
ている。今後も参加者、利
用者が増えるよう努力して
いきたい。

計画より多く発行出来た。
ホームページも定期的に
更新出来た。
ただ、地域情報の掲載が
少なかった。

当初の計画通りに実施で
きた。今後も継続してより
良い講座を実施していき
たい。

「～プラスαのあいさつをしよう～」は
地域に浸透し、大人も子どもも明るい
あいさつが飛び交う地域になってき
ている。
今後も学校、地域と連携・協力してさ
らに参加者が増えるよう公民館事業
の実施を行っていく。
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若宮

「明日の日田を築く心豊かで輝く人
のまちづくり」を目指す公民館運営を
若宮地区の実情をふまえ実施しま
す。地域の人々による自主的な運営
を図り、地域の独自性を図りながら、
魅力ある学習機会や発表の場の提
供など生涯学習の充実を図り、地域
の拠点として特色ある公民館活動を
展開するように目指します。

昨年度より年間利用回数
の減少した理由は自主学
習教室の中国語教室とフ
ラダンス教室が休止した
為、それに伴い延べ参加
者数も減少した。主催事
業の参加者数の減少は、
参加者の減少した講座が
ある為。今後魅力ある、地
域のニーズに対応した講
座を行っていけるように努
力をする必要がある。

若宮公民館女性セミナー
など参加者の伸びない講
座もあり、広報で呼びかけ
をしているがなかなか効
果がない。企画内容も検
討しなければいけないが
地域の方に情報が届きや
すい広報誌を心がける必
要がある。

地域づくり講座では若宮
地区の青壮年が集まり関
係性を深め、28年度は公
民館まつりのスタッフとし
て活躍した。公民館まつり
の運営面でも非常に効果
があり準備、運営ともにス
ムーズに行えた。一番公
民館に来ない世代であり
継続して公民館活動に関
わっていただけるように進
めていきたい。

椋木体験教室、若宮放課後子ども広
場、地域づくり講座、男の料理教室、
寿光会、デジカメ講座など人数に関
係なく非常に活発な講座も多く、今
後も継続をしていきたい。しかし、ボラ
ンティアとして関わってくれる方は高
齢の方が多く、常にボランティア人材
の発掘を心がける必要がある。数年
先を見据えると、公民館事業の若宮
放課後子ども広場、すずめの学校な
どボランティア不足により運営が成り
立たない可能性がある。

地区のためにとけ込もう
としている方針は立派
である。

これで良いと思う。

高瀬

　高瀬公民館では、「あいさつとゴミ０
(ゼロ)をめざすまちづくり」“みんなで
つくろう安心・安全のまち”という高瀬
地域活性化スローガンを基本として、
地域住民が互いに支えあい、知恵を
出しあって、一人ひとりができることを
ほんの少しずつ行うことにより、みん
なが繋がって「心豊かで活力あるまち
高瀬」づくりを目指ざす。
また、特に今年度は住民の健康づく
りや地区の歴史・自然学習を重点目
標の一つに位置づけ、地域の繋がり
を推進していく。

社会福祉協議会と共催の
事業を貸館扱いにしたた
め、年間事業数が減り、
貸館数が増えている。選
挙による貸館の為、２８年
度は利用者数が減ってい
る。

月１回の公民館だよりは
計画通りに発行でき、３か
月に１回はＡ３サイズで発
行した。ホームページの
更新については回数を増
やせたが年度末に集中し
た部分があるので、小ま
め情報を発信していきた
い。

年度当初の計画をほぼ消
化遂行できた。「認知症
予防講座・健康マージャ
ン教室」の教室数が当初
の計画より増加したため、
講座開講総数も増加し
た。

地域との連携により、公民館事業が
定着している。また、「高瀬ふるさと
学」や「健康マージャン教室」など新
事業も２年目を迎え、公民館対する
住民の理解が深まった。

課題に対して積極的な
取り組みがみられる。

三芳

三芳公民館はこれまで以上に地域
住民や各種団体との連携・協調を図
りながら社会教育法に定められてい
る公民館の設置目的を基に「活力あ
る三芳」創りを基本とし、「あかるい三
芳」「すこやか三芳」「すみよい三芳」
創りを行い、社会教育と学校教育が
連携を図り、日田市教育行政実施方
針が示す「明日の日田を築く、心豊
かな人づくり」を目指す。

　貸館利用が増加してい
るが、主催事業の参加者
が減っている。主催事業
内容を精査し、地域の方
のニーズに合った事業を
考えていく必要がある。自
主学習教室も生徒数が減
少している教室があるた
め、適時募集をかけてい
きたい。

公民館だよりについて
は、募集がないときはカ
ラーで回覧板にて発行し
た。写真などが見やすい
と好評であった。ホーム
ページは更新が遅れる時
があったので、早めに更
新するよう心掛ける。

日程変更や周知不足など
があり、参加者が少ない
事業などもあった。また、
冬場の事業は極端に参
加者が減る傾向にあるの
で、開催日時も考える必
要がある。

　各事業の参加者が固定されつつあ
る。各事業内容を精査し地域のニー
ズに合った講座を取り入れていきた
い。今後は新たな参加者、特に利用
が少ない20代～40代の参加者を増
やすような事業を展開していく。自主
学習教室も生徒数が減少しており、
参加募集や教室内容を考えていく必
要があると思う。
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　地域の人々の交流の
場、人づくりまちづくり
活動の拠点としての役
割を今後とも継続発展
させていく必要がある。

朝日

　大きく変化する社会情勢の中で青
空地区の住民が求めていることが何
かを調査し、地域の方が求めている
教育事業を展開する。中心に子ども
をおき、地域がつながりをもって「人
が育ち・人がつながり」明るく元気な
青空地区を作るために公民館事業を
企画・展開する。

来館される方への挨拶、
お見送りを常に心がけ、
気持ち良くご利用いただ
こうと考えている。利用者
数は微増であるが、昨年
度は選挙利用を含めた利
用者数、今年度は主催事
業参加者数が増加してい
ることから、更に喜ばれる
公民館となるよう引き続き
努力していきたい。

班回覧のチラシでは、カ
ラー印刷、全戸配布の回
はカラー用紙を利用し、
目を通していただけるよう
工夫を行っている。公民
館活動をはじめ、地域行
事も積極的に掲載するこ
とで、情報発信基地として
各種お知らせができるよう
努力する。

成人セミナー等の講座な
どにより、少しづつではあ
るが、子育て世代など今
まで公民館に来られてい
なかった方にも活動に参
加していただくことができ
た。
通年の講座については、
今後も積極的に新しい取
り組みを増やしていきた
い。

自治会や小学校、保育園や地区の
各種団体の連携し、講座開催の折に
は多くの方にご参加いただいてい
る。
しかし、現在目指す「地域の寄り合い
所」としては、まだまだ講座の開催の
ない時には、気軽に公民館を訪れる
方が少ない。
ちょっと寄ってみたくなる開かれた公
民館となるよう、より一層の努力を心
がける。
平成２７年度から、自治会長や各種
団体会長と共に朝日地区歴史研究
会の取り組みを始めた。引き続き、積
極的に活動を続けていきたい。

現在進行中の朝日歴
史研究を未来につなぎ
たい。

光岡

本事業団が定める地区公民館像「地
域に密着し、地区民の利用しやすい
公民館」となるよう、光岡公民館の基
本理念はこれまでどおり「心豊かな活
力ある人づくり まちづくり」とし、これ
まで培ってきた地域の人々との密接
な繋がりを大切にし、地域住民が主
体的に運営に関わることで、生涯学
習社会における地域の教育機関とし
ての役割と、地域の人々の交流の
場、人づくり・まちづくり活動の拠点と
しての役割を果たし、基本理念の達
成を目指します。
日田市教育行政方針及び事業団の
目的に沿うよう、幼児期から高齢期ま
で、教育、文化に関する各種事業と、
社会環境の変化に伴う様々な課題に
対し自ら関わりながら、ともに学び・と
もに集い・ともに結び合う風土づくりを
推進し、地域のみんなが力を合わす
ことのできる公民館運営に努めます。

あいさつを心掛け、利用
者の皆さんに気持ち良く
使ってもらえるよう清掃な
どにも気を配り、とりわけ
駐車場は公民館の顔との
認識で落ち葉清掃には
配慮した。そして光岡地
区住民の交流と学習の場
としてなるよう幅広い講座
の展開を図り、利用増を
目指した。利用者の方に
対して不快な思いをさせ
ない対応を今後も心がけ
ていきたい。

主催事業ばかりをお伝え
するのでは、読みものとし
ての魅力に欠けるのでは
ないかと思い、必ず地域
情報等を掲載し、手に
取ってもらえる広報づくり
を行っている。地域情報
の収集に苦慮しおもしろ
い情報や必要な情報をお
届けできたのか、と反省
すべきところが残る。

主催講座については、計
画どおり遂行できた。ヒカ
リっ子塾は定員超過の申
込があり断らざるえないほ
ど希望者が集まったが、
バスでの乗車定員からし
てこれ以上の受け入れは
難しい。
一方で、女性セミナーや
老人大学では定員を割り
込んだ。女性セミナーに
おいては新規申込がな
かったため、善後策を講
じる必要がある。老人大
学は、幽霊会員の削除に
取り組んだ町内があった
ことが要因と考えられるの
で、しばらく様子をみた
い。

光岡公民館運営基本理念の「心豊
かな活力ある人づくり まちづくり」の
達成と「地域に密着し、地区民の利
用しやすい公民館」を目指し、多岐
に渡る事業展開を行っていて、人口
の多い大規模公民館としての役割を
果たせていると思われる。一昨年から
は、土曜学びの教室を新たに立ち上
げるなど新規利用者の獲得にも積極
的に勤めている。今後も既存事業の
継続を行って、より地域に密着した公
民館運営を目指す。
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目的・目標を視点にお
いた、各種事業が継続
的に展開され、地区民
にも定着している。
継続は力であり、今後
とも地域の状況に応じ
た地域活性化に繋がる
事業を展開し、成果を
出してほしい。

三花

「夢を持ち人と地域が元気なまちづく
り」私たちが住む三花地区では、国
道２１２号線の４車線化事業を始め日
田中津高規格道路の新設事業等が
進められ、併せて、新興住宅の建設
や大型店舗開発等、今後、地域環境
が大きく変わろうとしています。また、
三花地区でも他地区同様、少子高齢
化や人口減少が進み、まちづくり・地
域づくり・人づくりが大きな課題となっ
ています。そのような中、三花公民館
では地域の特徴などを活かした事業
や地域の伝統文化の特性や魅力を
活かした地域づくりに積極的に取組
んでまいります。また、地域住民一人
ひとりが夢や目標を持ち、目の前の
目標を一つ一つ達成し、夢にちかづ
く確かな歩みとなるよう、公民館がそ
の責務と機能を最大限に発揮し「夢
を持ち人と地域が元気なまちづくり」
の拠点として役割を果たしてまいりま
す。

２８年度は、ふるさと祭りが
無かったので、参加人数
が減となっている。その他
の主催事業、特に講演会
等は広報車での呼びかけ
や自治会長を通して周知
を図り、多くの方に御来館
頂いた。
しかし、自主学習教室で
は高齢化の影響も有り、
参加者が減少傾向にある
ため参加者増の取組み
が必要と考えている。

公民館を利用している方
は限られた方であり、地
域の皆さんと公民館を繋
ぐには、公報活動は有効
な手段である。従い、魅
力ある紙面づくりが求めら
れているため、２８年度は
特に参加者のコメントを入
れることで、紙面の魅力
アップを図った。今後も、
自治会などの協力を得な
がら、魅力ある広報紙・
ホームページを作りに努
めてまいります。

　予定した事業は概ね実
施することが出来ました。
そして、各種事業や活動
を通し、それぞれの事業
目的を達成することにより
成果をあげることができ
た。
　今後も既存の事業がより
住民の皆さんに信頼・支
持される事業として継続・
定着できるよう、PDCAサ
イクルにより、内容の改善
を図り積極的に各種事業
に取組んでまいりたい。

　三花公民館の取組は、社会教育は
勿論のこと、地域振興につながる取
組みを積極的に推進している。現
在、少子高齢化・人口減少が進む
中、住民同士の希薄化が懸念される
中、公民館活動が地域活性化の一
役を担っていると考えている。
　特徴的な事業として、「すずめの学
校」・「花いっぱい運動」・「出会い（婚
活）応援事業」は地域課題に対応し
た取組といえる。
　また、青少年事業「平成三花咸宜
園」は、キャンプ等の屋外活動を始
め、咸宜園開塾200年を記念し希望
者により「広瀬淡窓物語・立志編」を
敬老会や三花地区健全育成大会の
場において多くの方に披露すること
が出来ました。また、ケーブルテレビ
にも取り上げられ次代を担う子供達
の自信・やる気に繋がった。
　このような取組みや活動等を通し、
地域に住む多くの皆さんが、夢や希
望・目標に向かって楽しく達成できる
ような、確かな歩みとなるように、これ
からも公民館がその責務と機能を最
大限に発揮し、基本目標である「夢を
持ち人と地域が元気なまちづくり」の
拠点としての役割を果たしてまいりま
す。
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西有田

  日田市では、一般財団法人  日田
市公民館運営事業団が設立され、平
成23年度より地区公民館の指定管理
者として日田市と契約し、公民館の
運営を行なっています。このことか
ら、公民館事業は、定款に定められ
ている事業団の目的（第3条）及び事
業（第5条）、並びに日田市公民館等
の管理運営に関する協定書及び同
仕様書に基づき、地域の特色を生か
した計画を作成していきます。西有
田公民館は、「親しみやすく役に立
つ公民館」を念頭に、地域に密着し、
地域住民が積極的に参画できる公
民館運営を行ない、地域住民による
まちづくりの拠点となれるよう努めま
す。

・「親しみやすく役に立つ
公民館」を念頭に活動し
ているためか、各事業の
参加者が少しずつ増えて
来ている。しかし、自主学
習教室が減少傾向にある
のが残念である。何か工
夫をしなければならない。
　地域住民が多く集まる
西有田まつりは、隣接す
る支援学校のグラウンドと
体育館を利用させても
らっての開催の為、盛り上
がっているが、中学生の
文化祭との重複のため参
加できないのが残念であ
る。

・毎月1回の公民館だより
は発行している。また毎
月の発行に伴い毎月1回
の公民館だよりのホーム
ペ
　ージへのＵＰは、行なっ
ている。本年度は、ブログ
の更新がかなりの増加が
見られた。かなりの意欲が
見られた。

主催事業数を増やすの
はなかなか厳しい。した
がって参加者のアンケー
トや公民館職員の反省の
もと質の高い事業を行わ
なければならない。講座
内容によって人数の増加
もしくは現状維持のもの
がある。

・徐々にではあるが、主催事業参加
者は、「楽しい」・「役に立つ」という意
識から参加意識が高まってきている。
例えば、「にこにこ学級」（認知症予
防）は、和気あいあいと活動に参加し
ている。また、サポーターも意欲的に
取り組んでいる。また、西有田の歴史
を考える会では、冊子作りに意欲を
燃やして取り組んでいる。
　共催事業や支援事業は、それぞれ
の団体との連携をきっちりと取りなが
ら行う必要があるが、懸案であった壮
年との関わりが「親父クラブ」との連携
活動ができたのがよかった。自主学
習教室は、新たな教室も開かれた
が、費用の面で厳しく、閉会となって
いる。何とか工夫をしなければならな
い。

持続とさらなる向上が
期待される

　　当初計画にもとづき
事業推進を行なってき
たところであるが、とり
わけ新規事業の「ロゴ
マーク」や「ガイドマッ
プ」は今後の公民館の
運営に大きく貢献する
ものと思われる。しかし
ながら、既存の事業で
マンネリ感のあるものも
あり、新たな発想の中
でこれらの課題を克服
していく必要がある。

東有田

【基本理念】
    思いやりの　心あふれる人づくり
    地域づくり

【運営方針】
    地域の皆さんとと力を合わせ、
    引き続き地域に根ざした「学び」
    の場の提供に取り組むとともに、
    地域の活性化を目指した地域づ
    くりにも積極的に取り組んでいく。

　自主学習教室は減少し
たが、主催事業の増加が
大きく、全体の利用者数
も大幅に増えた。次年度
も更なる利用者増に努め
たい。

　広報については、「公民
館だより」を年６回、お知
らせ号の１回、また、新規
事業の募集等に４回、計
11回を発行したところであ
る。当初の計画よりも多く
の情報提供をしたところ
である。次年度も引き続き
情報提供をしていきた
い。

　28年度は新規事業とし
て『「東有田地区ガイド
マップ」作成事業』と『東
有田公民館「ロゴマーク」
作成事業』を行い、地区
に対する愛郷心・連帯感
を育むことができた。今後
も地域愛を育む事業に取
り組みたい。

　地域住民の公民館に対する評価は
高く、社会教育の発信地としての更
なる役割が求められている。
２８年度は新規に『「東有田地区ガイ
ドマップ」作成事業』と『東有田公民
館「ロゴマーク」作成事業』を行い、公
民館への関心は更に高まったと感じ
られる。
　自主学習事業については、残念な
がら2教室が休講となり、新規教室の
開拓が求められる。
　今後、今以上に主催事業の充実を
図り、自主学習教室の拡大をおこな
い、地域の方々にとって利用しやす
い公民館となるように、運営していき
たい。



利用状況 広報活動 主催講座

平成２８年度の反省・評価

公民館 運営方針
反　　　省

総合評価 運営委員会評価

小野

小野公民館では、生涯学習の充実と
地域及び各種団体との連携を図り、
地域住民の相互ふれあいを深めな
がら健康で明るい生活の実現と豊か
なまちづくりをめざし、次の運営方針
を定めます。

28年度は自主学習教室
の減少・ディサービスの利
用がなくなる等により利用
者数が減少した。今後は
地道に新規受講生の開
拓によるおよび新規自主
教室の開催等により利用
者増を図っていきたい。

広報の発行は予定どおり
であったが、ホームペー
ジの更新が途中から途切
れた。来年度は公民館行
事・地域の情報を随時発
信していきたい。

開催数は増えたが、参加
者が若干の減少になっ
た。次年度は参加者の
ニーズを読みながら事業
を進めていきたい。また、
まだ公民館活動に参加し
ていない地区住民が多数
いると思われるので、その
ような方の参加を促し、利
用者増に繋げていきた
い。

世帯・人口減にもかかわらず、利用
者の減少は最低限に抑えていると思
われ、公民館活動が地域に根ざした
学習の場であるとの成果が徐々に浸
透していると思われます。今後も地域
の実情に即した学習に取り組み更な
る発展に取り組みたい。

住民主体の公民館運
営の努め、地域のニー
ズを把握し、新規事業
にも取り組んでいること
は評価できる。

住民主体の公民館運
営の努め、地域のニー
ズを把握し、新規事業
にも取り組んでいること
は評価できる。

大鶴

日田市大鶴公民館は、日田市並び
に大鶴地区に密着し地区民に開か
れ、多くの地区民が利用しやすい公
民館を目指して、各種の事業を推進
することによって、定款に定めるとこ
ろの「市民の教養の向上、健康の増
進、情操の純化を図り、もって市民の
生涯学習活動の振興、市民の参加
のまちづくりの促進に寄与」していくこ
とを運営基本方針とし、地域の社会
教育施設としての機能を十分に発揮
できるように努め、「明日の日田を築
く心豊かな人づくり」を行っていきま
す。

公民館をよく利用される
年代が青少年、高齢者に
偏っているため、若い世
代（20代、30代、40代）の
男女が利用できるよう改
善が必要。

地域のイベント等につい
ては、地域の声として掲
載できるよう、各主催団体
から記事を持ち込んでい
ただくよう要請する。

新規教室の開設等によっ
て、公民館利用者が大幅
に増加したが、利用者の
年代に偏りがあるため、バ
ランスのとれた事業内容と
するような改善が必要。

地域の各団体やボランティア、協力
者と連携した事業もあり、住民自らが
企画・参加できる内容の事業が行わ
れた。



利用状況 広報活動 主催講座

平成２８年度の反省・評価

公民館 運営方針
反　　　省

総合評価 運営委員会評価

夜明

日田市教育行政基本方針に基づ
き、子どもから高齢者までの多様な学
習要求に対応した魅力ある学習機会
の提供と、地区住民の学習意欲を促
進します。また、夜明は小規模です
が、ふるさとを愛する心と元気に満ち
た地区です。そういった夜明の活力
を活かし、家庭・学校・地域が一体と
なって、今以上に誇れる「ふるさと夜
明」を住民自らの手で作り上げられる
様な取り組みを、地域の社会教育関
係団体等と連携・協力し推進します。

夜明地区の人口は年々
減少し、高齢化率も上
がっているが、10月に新
しい公民館に移転となり、
体育館（大集会室）やグラ
ウンドも利用できることか
ら、貸館などの利用者が
多くなった。

年度当初の予定通り、公
民館移転に合わせて広
報の名称を変更し、ナン
バリングを開始した。より
多くの人に読みやすく、
見やすい紙面を心がけた
い。

夜明地区の各団体の協
力もあって、講座の回数
が増えた。

昨年同様、暖かい雰囲気作りを心が
けてきたので、気軽に公民館に来館
してくれる方が多くなった。
昨年より認知症予防教室も各地区内
で順調に教室が立ち上がり、パソコン
教室や歴史講座、料理教室、大明
チャレンジ教室をはじめとした青少年
事業、子育て支援講座など、性別年
齢にとらわれずに、幅広い世代の人
と人が関われるように講座を行なうこ
とができた。また、27年度に新規開講
した男の料理ビギナーズでは、新た
な公民館利用者を取り込むことがで
きた。
平成27年10月には新しい公民館へ
の移転もあり、新しくなった公民館を
利用しようという地区住民の意欲が、
出てきている。より良い地域づくりに
公民館が主体的に携われるように、
地域の方や団体と共に取り組んで行
きたい。

公民館と夜明の地域が
一体となった活力ある
まちづくりを行ってほし
い

「地域の生活に根差し
た事業」「地区民の教
養を高める事業」「まち
づくり支援事業」等の基
本方針を中心に地区
住民のより豊かな生活
向上、及び地域活性化
に向けた取り組み等良
いと思う。

五和

公民館は社会教育法に位置づけら
れた公的機関である。社会教育法、
第５章第２０条に、「公民館は、市町
村その他一定区域内の住民のため
に、実際生活に即した教育・学術お
よび文化に関する各種の事業を行
い、もって住民の・・・社会福祉の増
進に寄与することを目的とする」とあ
る。当五和公民館も、この目的達成
にむけて、青少年の健全育成、成人
高齢者の生涯学習、人権啓発・家庭
教育の充実を図り、五和地区全体の
地域活性化に向けて各種事業を推
進していきたい。

来館者へモニタリング実
施(利用者アンケート）を
すすめ、利用状況の
チェックをおこなった。結
果、全体で71％の方が満
足と評価してくれている
が、更に地区の方が利用
しやすい公民館となるよう
にアンケートを有効活用
し利用状況を改善した
い。

広報をＡ３サイズのカラー
として２年目が終わり、費
用対効果を考慮し、白黒
印刷へ戻すことで運営委
員会にて了承を得て可能
な限りでカラー印刷とし
た。来期も今年度同様に
ポイントでカラー印刷を使
用し、効果的な広報とした
い

　五和振興協議会と共催
という形をとり公民館学習
発表会を第1回五和ふる
さとまつりとして開催した。
参加者からも好評を得た
が、会場が石井小となっ
たことで設置・片付けと
いった部分で実施する団
体と確認する回数（会議）
が少なく、片付け等で少
しまとまりがない状況と
なった。次回は実施団体
との協議会数・内容等の
見直しを考えて実施した
い。

 主催事業、共催事業、自主学習教
室と利用者数が多く内容も室内での
いろんな分野にわたる研修、屋外で
の体験活動など充実した活動が出来
たと思われる。課題として利用者に偏
りがあり、今年度は地域全体の利用
者の拡充に向け工夫・改善に努めた
い。すべての事業において地域の活
性化、生涯学習の推進に取り組んで
いきたい
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前津江

～　＜ま＞学び　＜え＞エンジョイ
（楽しむ）　＜つ＞集う　＜え＞笑顔
あふれる公民館　～をスローガンに
掲げ、「楽しく学べる公民館」「地域の
拠点となる公民館」をめざし事業を展
開していく。

社会福祉協議会の事業
等も開催されている関係
で、貸館の回数・利用者
数が若干増えた。今後も
公民館来館者の拡大に
尽力する。

定期的、計画的に公民館
だよりの発行がなされた。
内容も多伎にわたり、地
域の方からも好評である。
またＨＰの更新も随時行
われ、情報発信の充実が
図れた。

事業数・開催数など全体
的に内容の充実が図れ
た。とりわけ青少年事業に
おいては、基本的には合
同で活動するが、いくつ
かの活動は高学年だけで
行うなど区別化することで
発達段階に即した活動と
なった。又成人事業で
は、地域住民の皆さんに
まちづくりへの興味がもて
るようまえつえセミナーを
開催するなど今の社会状
況に合わせた取り組みも
行った。

公民館のスローガンや講座のキャッ
チフレーズを館内に掲示したり、講座
の目的や内容を明確にし説明したり
することで、公民館活動の理解や支
援者が増え、参加者も増えたと思わ
れる。また、あいさつ運動の取り組み
も定着しつつある。公民館まつりの参
加や協力など充実が図れた。今後も
地域の拠点として、地域づくりも視野
に入れ、更なる事業内容の充実を図
る。又、事業内容では予定回数を行
かなかった事業もあるこのことは、次
年度への反省として受け止め、連絡・
調整などいろんなところに目を配り事
業を展開していく。

　スローガンに即した運
営がなされている。

　公民館として地域特
性からまちづくり事業に
重点を置いているが、
確実に実施されてきて
いると思います。
　また、子どもが少な
い・バス通学により子ど
もの姿を見ない現状を
交流事業で補っている
ことは、とても良い試み
と評価できる。

中津江

　中津江村は大分県高齢化率№1で
あり、合併後10年で約30％の人口が
減少しています。さらに10年後には
人口が半減することが予想されてい
ます。従って当館は町中の公民館と
は違った取り組みが必要とされてい
ます。具体的には①地域の活性を図
るため「まちづくり事業」を最優先とし
ていること。②子どもがいない地区も
あることから、子どもと高齢者の世代
間交流事業の機会を多くしているこ
と。③中津江の美しい自然を生かし
た自然体感活動（農業体験を含む）
を各教室の中に積極的に取り組むこ
と等を通して、中津江の元気発信基
地として地元の方々に愛される公民
館になることを運営の基本とします。

 利用状況のうち、主催事
業は熊本地震の影響で
開始時期が３カ月ほど遅
れ、軒並み３～４回前年
度より減となった。自主学
習教室については、今年
度より会場が公民館施設
以外の教室を除外したた
め、減となっている。

　広報活動も地震の影響
でスタートが遅れ、２回ほ
ど減少した。

 地震による遅れを取り返
えそうとかなり努力した
が、前年に比較すると回
数的には６０％ぐらいしか
達成できなかった。その
分内容的には吟味して開
催したため、参加者の満
足度は高かった。

　震災の影響を受けて、全てが２～３
カ月後ろ倒しになった。そうした中、
青少年事業は全く影響を感じさせな
い事業ができた。
　また、重点項目であるまちづくり事
業は、津江元気ｂｙプロジェクトの最
終年度として「奥日田ワイルドキャン
プ」や「つえ源流舎」ホームページが
形となり、地域を動かしていく主体と
しての女性組織「きらり☆会」の発足
などでかなりの前進を見た。
　もう１つのテーマでもあった高齢者
と子どもの交流会もいくつかの行事
で実施することができ、次年度への
足がかりができた。
　一方で、人権学習や家庭教育学習
において充分な活動ができなかった
ので、高齢者の交通手段の問題と合
わせ次年度への懸案事項とする。
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上津江

「地域の生活に根ざした事業」「住民
の教養を高める事業」「地域の和をつ
くる事業」を推進するため関係団体と
の共催・連携を図り、誰もが気軽に参
加し楽しく学べる学習の場を提供す
る事業づくりを進める。

本年度の主催事業数は
前年度に比べ減少してい
る。理由は地震によるもの
と、昨年度まで共催事業
としていた事業を貸館・そ
の他で計上していることに
ある。全体の利用者数に
ついては微増であるが、
これは自主学習教室の減
少に対し新規開設を公民
館が働きかけ新たな公民
館利用者が増加したこと
による。

館報はほぼ計画通りに発
行ができた。

本年度の主催講座につ
いては多少のマンネリ化
はあるも運営方針を基本
に更なる改善を加え忠実
に遂行して行く。

本年度は主催事業・共催事業とも熊
本震災の影響で日程調整が難しく3
月の年度末までずれ込んだ事業も
あった。
公民館利用者数が14%程減少してい
るのはここ数年自主教室の休眠もあ
り又各教室の教室生も減少した為で
ある。
上記現状を鑑み本年度は新たな自
主教室を募り7月にはコーラス教室を
開講し17名の教室生が参加した、ま
た1月から募集を開始した
いきいきステップ教室は4月5日が開
講であるも63名の教室生がエントリー
しており次年度は公民館利用者数は
大幅に改善する見込みである。
今後も多角的な視野を持って地域住
民のニーズを捉え新たな自主教室を
増やしていく。

極めて少ない職員体制
（主事１名のみ配置）と
有限な予算配分の中
で、幅広い公民館活動
の執行にかみつえ独自
の目標を目指して推進
されたと感じた

　地域にあった運営が
出来て良い。

大山

「まちづくりの和・輪・環作りへ！」…
大山公民館では大山町に暮らす住
民が健康的に、精神的に豊かで穏や
かな生活をおくることが出来るように、
地域に根差し、地域の様々な活動の
拠点となれるよう公民館の運営にあ
たり、実践してまいります。地域の社
会教育施設として、地域住民にとっ
て「学びの場」「活動の場」「交流の
場」となり、お互いに学び合い、ともに
尊重し、手を取り合い連携し、人づく
り・地域づくりの一助となるような公民
館事業を推進していきます。

　全体的に見て、前年度
並の利用者数であった。
２階利用は高齢者等に負
担がある為、１階の図書
室だった部屋を整理し、
会議や教室に使えるよう
にした。

公民館だよりは各月予定
通りに発行することが出
来た。

　主催事業参加者の固定
化は長年の課題である。
新しい参加者を集める工
夫をしたい。その為にも、
楽しく学び、気軽に足を
運べる内容や雰囲気づく
りを進めていきたい。

　これまで同様、地域の行事や地域
団体のイベントにも積極的に関わり、
地域の方と協力しながら大山地区の
社会教育を進めていけるように取り組
んできた。今後もさらに地域との連携
を推進していけるように努めたい。
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天瀬

「輝こう！あまがせ・魅力あふれる公
民館づくり」を基本方針に掲げ、地域
に寄り添い、地域に学び、そこから生
まれる元気な地域づくりに邁進し、地
域の住民や地域資源を最大限に活
かし、「信頼」と「絆」により地域を創造
し、地域の交流拠点として、身近で利
用しやすい、誰もがちょっと寄ってみ
たくなる、元気で明るい魅力あふれる
公民館づくりを目指します。

　講座回数、施設利用者
数ともに安定しているが、
今後さらに、誰もがちょっ
と寄ってみたくなる、利用
しやすい開かれた公民館
作りを目指すため、改善
工夫を続けたい。

　公民館だよりで不足して
いる部分を、各種案内チ
ラシを随時発行すること
で、お知らせ等の周知を
図っている。また、ホーム
ページとフェイスブックを
連動させてＰＲの充実を
図った。更なる啓発に努
めていきたい。

　継続事業が多いが、各
講座内容に工夫をこら
し、時代のニーズに合わ
せた内容をに取り組んで
いる。今後も時代の変化
に対応した内容を取り込
み、積極的事業展開を行
う。

　地域住民のニーズを把握し、既存
事業のステップアップを進めるだけで
なく、地域の更なる活性化に向け、ま
ちづくり事業に積極的に取り組み、
「輝こう！あまがせ」をめざす必要が
ある。

運営方針に対して、積
極的な取り組みがみら
れる。
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